
Ｊ Ｒ 四 国 労 組 ニ ュ ー ス
令和４年５月１０日（Ｎｏ２４） 発行責任者／大谷 清  編集責任者／石川 敏也 

経営協議会開催 

２０２１年度期末決算概況発表 
営業収益、営業損益、経常損益は 
2020 年度に次ぐ過去２番目に低い結果に 

ＪＲ四国労組は、４月２６日に開催された経営協議会において、「２０２１年度

期末決算概況」について会社より説明を受けた。（詳細は別紙参照） 

 

2021 年度は、新型コロナウイルス感染症（以下、「感染症」という。）の影響によ

り、極めて厳しい経営環境が継続するなか、2031 年度の経営自立に向けた長期経営ビ

ジョン 2030 及び中期経営計画 2025（以下、「長期経営ビジョン等」という。）をスター

トさせ、新たに講じられた支援措置を最大限活用しつつ、「鉄道運輸収入の安定的な確

保」「省力化・省人化による生産性向上」「非鉄道事業における最大限の収益拡大」を３

つの柱として経営基盤強化に取り組んだ。具体的には、安全・安心・信頼の確保を大前

提に、感染症拡大防止対策を徹底のうえ、四国デスティネーションキャンペーン（以

下、「四国ＤＣ」という。）の展開など旅行需要回復に向けた取組みや、地域社会と連携

した観光素材の磨き上げ、宿泊特化型ホテル「ＪＲクレメントイン今治」の開業など、

収益拡大に全力を注いだ。経費面では、厳しい収入状況に対応すべく、緊急的な措置と

して一部特急列車の運休や一時帰休等の実施、賞与の減額、不急施策の先送りなどを行

うとともに、引き続き経費構造の改善によるコスト削減に取り組んだ。また、経営安定

基金については、計画を上回る評価益の実現化により運用益の上積みを図った。しかし

ながら、特に運輸業、ホテル業、物品販売業において感染症による厳しい状況が継続

し、営業収益、営業損益、経常損益は、2020 年度に次ぐ過去２番目に低い結果となっ

た。 

2022 年度は、感染症の収束が見通せないものの、ワクチン接種や経口薬が普及し、

経済活動の正常化に向けた動きが進む１年になると想定される。このようななか、2031

年度の経営自立に向け、長期経営ビジョン等を着実に進めるため、「収益のリカバリー」

「構造改革の継続」「非鉄道事業における最大限の収益拡大」を重点実施項目として各

種施策に取り組み、グループ一体となって経営改善を加速することとする。 
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連結決算の推移

単体決算の推移
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前年に次ぐ過去２番目に低い営業収益、営業利益、経常利益

前年に次ぐ過去２番目に低い営業収益、営業利益、経常利益

営業収益は、感染症影響前の

６割程度の回復にとどまる

営業収益は、感染症影響前の
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（単位：千人、百万人キロ、百万円、単位未満切捨）

期 末 期 末 期 末
Ａ Ｂ Ｃ Ｃ－Ａ Ｃ／Ａ Ｃ－Ｂ Ｃ／Ｂ

　定　　期　　外 16,550 8,541 9,310 △ 7,240 56.3 768 109.0

　定 　　　　　期 28,320 25,321 24,985 △ 3,335 88.2 △ 335 98.7

　　　通 　　　勤 11,246 10,194 9,869 △ 1,377 87.8 △ 325 96.8

　　　通 　　　学 17,074 15,126 15,116 △ 1,958 88.5 △ 10 99.9

（千人）
計

44,871 33,863 34,296 △ 10,575 76.4 432 101.3

　定　　期　　外 791 352 399 △ 392 50.5 46 113.3

　定 　　　　　期 590 523 520 △ 69 88.2 △ 2 99.6

　　　通 　　　勤 261 238 231 △ 29 88.7 △ 6 97.3

　　　通 　　　学 328 284 288 △ 39 87.9 4 101.4

（百万人キロ）
計

1,382 875 920 △ 461 66.6 44 105.1

18,074 8,166 9,335 △ 8,738 51.7 1,169 114.3

4,388 3,730 3,878 △ 510 88.4 147 104.0

2,504 2,208 2,244 △ 259 89.6 36 101.6

1,884 1,522 1,633 △ 250 86.7 111 107.3

1 0 0 △ 0 36.2 △ 0 78.3

22,464 11,897 13,214 △ 9,249 58.8 1,316 111.1

前々年比
2 0 1 9年度 2 0 2 0年度 2 0 2 1年度

対前年 前年比

鉄道輸送量及び鉄道運輸収入の対前々年、対前年比較

鉄道運輸収入の推移
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（注） １　平均通過人員（輸送密度）とは、営業キロ１ｋｍ当たりの１日平均旅客輸送人員をいいます。
　　平均通過人員 ＝ 旅客輸送人キロ ÷ 営業キロ ÷ 営業日数
２　JR四国全線が利用できるフリータイプのきっぷについては、利用実態にかかわらず、発売実績に応じて全線（一部の線区を除く）で輸送人員及び
　輸送人キロを計上しております。
　　なお、予土線（北宇和島～若井）は、四国内のフリータイプのきっぷによる輸送人員（輸送人キロ）の影響を除いた場合、平均通過人員（2021年
　度）は、133人（対前年比率96.6%）となります。
※　牟岐線・阿波海南～海部間は、2020年10月31日で廃止となり、廃止前の営業キロは牟岐～阿波海南間で11.6kmとなります。

お客様のご利用状況　（２０２１年度）

線名 区間 線名 区間

若井 76.3 195 △ 10 95.2

牟岐 43.2 423 △ 2 99.5

高徳線 高松 引田 45.1 3,505 △ 47 98.7 ※ 牟岐

JR 四 国 全 線 853.7 2,955 146 105.2

引田 徳島 29.4 2,593 112 104.5 予土線 北宇和島

阿波海南 10.1 146 12 108.6

内子線 内子 新谷 5.3 2,248 48 102.2 阿南

阿南 24.5 3,574 11 100.3

松山 宇和島 91.6 1,927

（海線） 向井原 伊予大洲 41.0 274 △ 6 97.7 牟岐線 徳島

51 102.7 鳴門線 池谷 鳴門

窪川 30.0 786 3 100.4

佃 67.5 2,156 △ 12 99.5

8.5 1,557 50 103.3

今治 松山 49.5 4,668 246 105.6 徳島線 佐古

観音寺 今治 88.4 3,376 317 110.4 須崎

1,684 121 107.7

多度津 観音寺 23.8 5,696 341 106.4 高知 須崎 42.1 2,873 △ 60 97.9

予讃線 高松 多度津 32.7 16,317 663 104.2 琴平

（km） （人/日） 増減 （%) （km）

高知 115.3

（人/日） 増減 （%)

本四備讃線 宇多津 児島 18.1 12,592 1,950 118.3 土讃線 多度津 琴平 11.3 3,734 76 102.1

平均通過人員 平均通過人員
営業ｷﾛ 対前年 前年比 営業ｷﾛ 対前年 前年比

4,000～10,000 9%

10,000人以上 6%

1,000～2,000 25%

2,000～4,000 37%

　〈凡　例〉 平均通過人員 (営業ｷﾛ割合)
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土佐くろしお鉄道

対前年(2020年度)比較
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（注） １　平均通過人員（輸送密度）とは、営業キロ１ｋｍ当たりの１日平均旅客輸送人員をいいます。
　　平均通過人員 ＝ 旅客輸送人キロ ÷ 営業キロ ÷ 営業日数
２　JR四国全線が利用できるフリータイプのきっぷについては、利用実態にかかわらず、発売実績に応じて全線（一部の線区を除く）で輸送人員及び
　輸送人キロを計上しております。
　　なお、予土線（北宇和島～若井）は、四国内のフリータイプのきっぷによる輸送人員（輸送人キロ）の影響を除いた場合、平均通過人員（2021年
　度）は、133人（対前々年比率64.7%）となります。
※　牟岐線・阿波海南～海部間は、2020年10月31日で廃止となり、廃止前の営業キロは牟岐～阿波海南間で11.6kmとなります。

　〈凡　例〉 平均通過人員 (営業ｷﾛ割合)

1,000人未満 23%

1,000～2,000 25%

2,000～4,000 37%

4,000～10,000 9%

10,000人以上 6%

平均通過人員 平均通過人員
営業ｷﾛ 対前々年 前々年比 営業ｷﾛ 対前々年 前々年比

（人/日） 増減 （%)

本四備讃線 宇多津 児島 18.1 12,592 △ 10,425 54.7 土讃線 多度津 琴平 11.3 3,734 △ 1,588 70.2

琴平

（km） （人/日） 増減 （%) （km）

高知 115.3 1,684 △ 973 63.4

多度津 観音寺 23.8 5,696 △ 3,253 63.6 高知 須崎 42.1 2,873 △ 860 77.0

予讃線 高松 多度津 32.7 16,317 △ 7,697 67.9

観音寺 今治 88.4 3,376 △ 2,138 61.2 須崎

8.5 1,557 △ 368 80.9

今治 松山 49.5 4,668 △ 2,140 68.6 徳島線 佐古

窪川 30.0 786 △ 322 70.9

佃 67.5 2,156 △ 668 76.3

阿南 24.5 3,574 △ 1,175 75.3

松山 宇和島 91.6 1,927

（海線） 向井原 伊予大洲 41.0 274 △ 90 75.2 牟岐線 徳島

△ 842 69.6 鳴門線 池谷 鳴門

阿波海南 10.1 146 △ 41 78.0

内子線 内子 新谷 5.3 2,248 △ 1,049 68.2 阿南

JR 四 国 全 線 853.7 2,955 △ 1,461 66.9

引田 徳島 29.4 2,593 △ 1,040 71.4 予土線 北宇和島

お客様のご利用状況　（２０２１年度）

線名 区間 線名 区間

若井 76.3 195 △ 106 64.7

牟岐 43.2 423 △ 182 69.9

高徳線 高松 引田 45.1 3,505 △ 1,211 74.3 ※ 牟岐
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対前々年(2019年度)比較



（旅客自動車運送事業） （小売業等）

ジェイアール四国バス㈱ 四国キヨスク㈱

㈱ステーションクリエイト東四国

（貨物自動車運送事業） ㈱ステーションクリエイト愛媛

四鉄運輸㈱ ㈱ステーションクリエイト高知

（製造販売業）

㈱めりけんや

（ホテル業）

㈱ＪＲ四国ホテルズ

（不動産賃貸業） （鉄道車両整備業）

ＪＲ徳島駅ビル開発㈱ 四国鉄道機械㈱

㈱ジェイアール四国メンテナンス

（不動産分譲業）

よんてつ不動産㈱ （広告業）

㈱ジェイアール四国企画

（ソフトウェア業）

（建築工事業） ㈱ジェイアール四国コミュニケーションウェア

四国開発建設㈱

（福利厚生施設等運営業）

（電気工事業） 四鉄サービス㈱

四国電設工業㈱

（レンタカー業）

（塗装業） ㈱駅レンタカー四国

本四塗装工業㈱

（情報処理サービス業）

ＪＲ四国情報システム㈱

連結決算対象会社数

(注)　四国旅客鉄道(株)は、運輸業、物品販売業、ホテル業、不動産業、

　　その他事業を営んでおります。

計 21社

連結対象会社一覧表

四 国 旅 客 鉄 道 ㈱

親　会　社 1社

子　会　社 20社

運　　輸　　業　　　2社 物　品　販　売　業　　　5社

ホ　テ　ル　業　　　1社

不　動　産　業　　　2社 そ　の　他　事　業　　　7社

建　　設　　業　　　3社
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